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小平町内学校施設の耐震改修報告
平成21年９月号広報掲載の小平町立学校施設の耐震診断結果に基づき鬼鹿中学校校舎の耐震改修を

実施し、本年２月に完了いたしました。

本年６月25日に小平町議会総務文教常任委員の事務調査を受け、下記の結果報告をいただきましたの

で住民の皆様方にご報告いたします。

平成22年度各常任委員会合同所管事務調査

小平町公立学校施設整備点検・評価調書

総務・文教常任委員会 2010．06．25

委員長 東海林 孝一郎
担 当 Ｇ鬼鹿中学校校舎棟施 設 名

施設整備事業（鬼鹿中学校校舎棟耐震補強）重 点 事 業

児童・生徒が１日の大部分をすごす校舎で、大規模の地震（震度６強以上により倒壊等の

危険性がある校舎）の耐震補強を実施した。

【工事場所】

耐震壁の設置 １階図書室の廊下側躯体壁東西方向

１階家庭科教室の廊下側東西方向

【工事内容】

耐震補強工事 廊下と図書室の既存木造壁を撤去して厚さ25㎝のコンクリート壁を

設置した。

廊下と家庭科教室の既存陳列棚を撤去して厚さ25㎝のコンクリート

壁を設置した。

その他工事 上記に伴う仕上げ工事・戸棚の設置及び電気配線工事等を行った。

耐震改修計画 ㈱高田建築設計事務所

施 工 業 者 ㈱新名建設

工 期 平成21年11月27日～平成22年２月26日

請 負 金 額 7，140，000円

国 費 安全安心な学校づくり交付金 3，785，000円

地域活性化公共臨時交付金 2，061，000円

概 要

児童生徒の安全はもとより、地域の避難所が耐震性のある建物とすることは、地域住民

にとっても大きな安心感を値するものである。

鬼鹿中学校校舎の耐震改修は、平成25年以降の予定であったが、国の交付金・補正を活

用して早期の前倒しをできたことは、賢明であった。

成果と評価

避難所としての役割を考えると屋体を優先されるべきであるが、Ｉｓ値の低い鬼小・鬼

中の屋体は、構造上補強が難しい現状である為、屋体の全面改築が必要とされるが事業費

も嵩むものと思われる。今後改築検討は、児童・生徒の推移や学校配置と管理費等の比較

検討を速やかに行い、小中学校の屋体の併用化・中学校の統合等も視野にいれ地域住民の

理解を得た上で取り組んでいただきたい。

今後の課題

※教育委員会としては、この調査報告を踏まえ残る屋体の関係を早急に改善できるように検討いたします。

◎問い合わせ先 教育委員会 管理課（内線253）
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ゆったりかんゆったりかん行行

時時 刻刻停 留停 留 所所時時 刻刻停 留停 留 所所

10：35臼 谷 寿 の 家 前9：55鬼 鹿 小 学 校 前

10：40小平町商工会前10：00鬼 鹿 郵 便 局 前

10：41湯 田 宅 車 庫 前10：03ローソン鬼鹿店前

10：42小 平 小 学 校 前10：06第１広富バス停

14：30お帰り時刻10：13大 椴 バ ス 停

ゆったりかんゆったりかん行行

時時 刻刻停 留停 留 所所時時 刻刻停 留停 留 所所

11：28旧本郷小学校前11：17旧寧楽小学校前

11：32小平新興団地入り口11：23平 和 共 栄 橋

11：33除雪センター前11：24富里ライスセンター前

15：20お帰り時刻
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